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Ⅰ．緒言 

現在、高度医療や在宅医療の進展、介護・福祉分野の充実

への期待といった保健・医療・福祉をとりまく社会情勢の変化と

国民の期待から、看護職の質の向上に対する社会適用性が

高まり、看護師教育の大学化が急速に進んでいる (看護系大

学協議会，2008)。看護師の大学教育学士課程において学生

が修得すべき学修目標を定めたコアカリキュラムの中で、解剖

学教育は看護の対象理解に必要な基礎知識であり、その内容

の充実が求められている (文部科学省，2011)。即ち、看護学

教育における解剖学は看護学の対象となる人の、フィジカルア

セスメント、疾病についての理解等を含めた全人的アセスメント

の基礎として位置づけられる重要な科目であるといえる。 

解剖学を学ぶにあたり、教科書を用いた座学に比べご遺体

を用いた実習が効果的であることは明らかである。しかし、全国

の看護系大学における解剖学実習の実施状況を調べた調査

によると、看護学教育におけるご遺体を用いた実習は見学の

みにとどまっており、組織標本および骨格標本を使用した実習

を含めても、国立大学で 46.5％、公立大学で 33.3％、私立大

学で 21.4％といずれも 5 割に満たなかったことが報告されてい

る (向井ら，2017)。そのため、ご遺体を用いた実習以外での、

学習効果の高い解剖学実習の方法の模索がなされている。 

看護学教育における生体を用いた先行研究では、魚類やブ

タの内臓等を用いた実習が報告されている。岩間ら (2011)は

看護学科 1 年次生を対象に魚を用いた解剖を実施し、その教

育意義を検討した結果、実際に、神経や脳、臓器の様子、魚

特有の浮袋やエラに関しての観察を実施してよかったと回答し

た学生が多く、動物解剖による教育的意義は高いことを報告し

ている。しかし、上記の研究は、臓器各々の観察にとどまって

おり、全身的な身体内部の構造に関する観察はなされていな

い。また、魚類と哺乳類とでは、身体内部の構造が大きく異な

るという問題が見いだされた。以上より、今後看護師を目指す

学生に対しては、生物の身体を全身的に観察でき、よりヒトに

近い複雑な体の構造をもつ哺乳類を用いた実習が必要である

と考えた。そこで、哺乳類の中でも、全身解剖が容易に実施で

きるマウスを用いた実習の学習効果に着目した。 

以上のことより本研究では、看護学科 1 年次生を対象とし、

看護学教育におけるマウスを用いた解剖学実習の学習効果と

課題を検証することを目的とした。また、今後の看護学教育に

おける解剖学の教育方略のあり方を検討することを目指す。 

 

Ⅱ. 研究方法 

1．研究デザイン 

自記式質問紙調査法である。 

2．研究対象者 

A 大学医学部看護学科の 1 年次生で、形態機能学 (解剖

生理学)Ⅰ・Ⅱを履修し、且つ形態機能学Ⅱの中で実施される

マウスを用いた解剖学実習に参加した学生 101 名を対象とし

た。なお、上記大学における形態機能学とは、学部１年次生の
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前期に位置付けられた科目であり、人体の構造と機能を理解

し、看護専門科目の基礎なる知識を習得することを目的として

いる。上記大学において形態機能学はⅠとⅡが開講されてお

り、形態機能学Ⅰでは運動系、神経系、感覚器系、免疫系を

中心に教授し、形態機能学Ⅱでは消化器系、循環器系、呼吸

器系、泌尿器系を教授している。 

3．マウスを用いた解剖学実習の実施 

形態機能学Ⅱ (全 30 コマ)の 15～17 コマ目にマウスを用い

た解剖学実習を実施した。学生 5名を 1グループとし、10グル

ープにつき指導者 5名 (看護学科で解剖生理学を担当してい

る教員 2 名とマウスの解剖経験がある大学院生 3 名)で指導に

あたった。また、解剖学実習に先立ち事前課題として消化器系、

循環器系、泌尿器系、呼吸器系、生殖器系、神経系の位置・

形態に関してグループメンバー内で分担しレポートを作成、実

習日当日に参考資料として持参させた。 

解剖を実施する直前に炭酸ガス吸入法により安楽死させた

8 週齢の ddY マウス雄雌 1 匹ずつを各グループに配置し、マ

ウスへ 1 分間の黙とうを捧げてから実習を開始した。なお、ddY

マウスとは、クローズドコロニーとして維持されている非近交系

マウスで、繁殖能力が高く、発育も良好であり、薬効、薬理、毒

性などの試験をはじめとして、さまざまな試験研究に広く用いら

れている (国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

実験動物研究資源バンク，2015)ものである。解剖学実習は、

「マウスの解剖を実施し、身体各部位の臓器の位置および形

状を観察し、形態機能学の知識を深める」ことを目的とした。演

習書とマウスの解剖実習の教科書 (野村慎太郎, 2013)のコピ

ーを配布し、腹部の切開、膀胱・生殖器、胃・腸管・腸間膜・脾

臓・膵臓、肝臓・腎臓・副腎、胸部の切開、胸腺・心臓、頚部の

切開、頭部の切開の順で進行した。実習は観察した各臓器の

形態のスケッチおよび各課題に関する考察を学生が記入しな

がら進めていくものとした。 

4．調査方法および調査項目 

自記式質問紙調査紙を用いて、1) 形態機能学Ⅱ講義初回

日、2) 解剖学実習の終了時、3) 形態機能学Ⅱ講義最終日の

計 3 回調査を実施した。以下に各回の調査項目を示す。 

1）形態機能学Ⅱの講義初回日：解剖学及び解剖学実習に対

してどのようなイメージを持っているかに関して自由回答として

回答を得た。 

2) 解剖学実習の終了時： 5 つの質問で構成された質問紙を

用いた。質問 1は対象の基本属性 (年齢、性別)および過去の

解剖学実習実施の有無とその内容についてである。質問 2 は

解剖学実習の学習効果 (解剖学実習による知識の定着、学習

理解の向上、今後の解剖学への学習意欲の向上、生命の尊

厳理解、看護学への知識の応用)に関してであり、「とてもそう

思う」～「まったくそう思わない」の 4 段階のリッカート尺度で回

答を得た。質問 3 は 1) 形態機能学Ⅱの講義初回日で実施し

た質問と比較するため、解剖学実習終了時における解剖学及

び解剖学実習に対するイメージについて自由回答で回答を得

た。質問 4 は今回の実習で学んだことについての項目 (立体

的に身体の構造を学ぶことができた、器官別の知識ではなく、

統合体として身体の構造を学ぶことができた、身体の構造の複

雑さを学ぶことができた、身体の構造に対するリアルなイメージ

を持つことができた)に関して回答を得た (複数回答可)。質問

5 では実習に対する意見を自由回答で得た。なお、質問 2 お

よび質問 4 の項目に関しては、解剖学実習の教育効果に関す

る先行研究 (菊地、2014; 川城、2008) を参考に調査項目を

作成した。 

3) 形態機能学Ⅱの講義最終日：解剖学実習の実施時期の適

切さに関して自由回答にて回答を得た。 

5．分析方法 

データのうち連続変数は平均および Standard Deviation 

(SD)、分類変数は N (%)で表した。過去の解剖学実習経験の有

無による学習効果への影響に関する 2 群の比較においてはカ

イ二乗検定を行った。分析には統計ソフト SPSS ver.24を用い、

有意水準は p<0.05 とした。 

また、自由回答は、質的研究を第一著者として執筆した経

験のある看護学研究者から助言を受けつつ、類似した意見ご

とに分類し、カテゴリ化した。 

6．倫理的配慮 

対象者に対し、研究への参加は自由意志であり強制ではな

いこと、回答したくない項目には回答しなくても良いこと、回答

内容は成績評価に一切反映されないことを口頭と文書にて説

明し、倫理的配慮のもと実施した。また、質問紙の回収をもっ

て同意とみなした。本研究におけるマウスの取り扱いについて

は、横浜市立大学動物実験研究委員会の承認 (承認番号 F-

A-18-048)を得て実施した。 

 

Ⅲ．結果 

看護学科 1 年次生 101 名を調査対象とした。1) 形態機能

学Ⅱの講義初回日は 101 名全員から回答が得られた。2) 解

剖学実習の終了時は 99 名 (98％)から回答が得られた。3) 形

態機能学Ⅱの講義最終日は、89 名 (88％)から回答が得られ

た。 

 

 表 1に対象者の基本属性を示す。対象者の平均年齢は 18.4

±0.6 歳であり、性別は男性 4 名 (4％)、女性 97 名 (96％)で

あった。過去の解剖学実習実施の有無に関しては、「無し」と

表１.対象者の基本属性 

                            N=99 

項目             平均(SD)／ｎ(％) 

年齢 (歳)             18.4 (0.6) 

性別 男性 4 (4.0) 

 女性 97 (96.0) 

過去の解剖実施の有無 無し           41 (40.6) 

 有り          58 (57.4) 
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答えた人数は 41 名 (40.6％)、「有り」と答えた人数は 58 名 

(57.4％)であった。 

 過去に実施した解剖実習の内容は、表 1 で示した過去の解

剖学実習実施の有無に関して「有り」と答えた 58名から複数回

答で回答を得て、意見総数は 98 件であった。回答内容は、

「ブタの目」が最も多く 23件、「イカ」が 18件、「マウス」「ニワトリ

の頭」が各 8 件、「カエル」が 6 件、「ブタの腎臓」が 5 件と続い

た。 

 図 1 に解剖学実習の実施による学習効果 (解剖学実習によ

る知識の定着、学習理解の向上、今後の解剖学への学習意

欲の向上、生命の尊厳理解、看護学への知識の応用)の結果

を示す。最も評価が高かった項目は、「看護学への知識の応

用」で、「とてもそう思う」と回答した者が 85.9％、「少しそう思う」

が 13.1％であった。一方で「今後の解剖学への学習意欲の向

上」は「とてもそう思う」と回答した者が最も少なく 72.7％にとどま

った。 

 

 

 

N=99 

表 2.過去の解剖学実習の経験の有無による学習効果への影響 

                                    N=99  

       過去の解剖学実習の経験     

           無し(n=41)  有り(n=58)   

項目   n(%)，調整済み残差     n(%)，調整済み残差  P 

学習理解の向上        

とてもそう思う 33(80.4) -0.1  47(81.0) 0.1   

少しそう思う 8(19.6) 0.1  11(19.0) -0.1   

あまりそう思わない 0(0.0)   0(0.0)   0.946 

今後の学習意欲の向上        

 とてもそう思う 31(75.6) 0.5  41(70.7) -0.5   

少しそう思う   9(22.0) -0.6  16(27.6) 0.6   

 あまりそう思わない  1(2.4) 0.2  1(1.7) -0.2  0.801 

知識の定着        

 とてもそう思う 33(80.5) 1.1  41(70.7) -1.1   

 少しそう思う   6(14.5) -1.7  17(29.3) 1.7   

 あまりそう思わない   2(5.0) 1.7  0(0.0) -1.7  0.068 

生命の尊厳理解         

とてもそう思う 33(80.5) 0.3  45(77.6) -0.3   

 少しそう思う   7(17.1) -0.5  12(20.7) 0.5   

 あまりそう思わない  1(2.4) 0.2  1(1.7) -0.2  0.882 

看護学への知識の応用        

 とてもそう思う 38(92.6) 1.6  47(81.0) -1.6   

少しそう思う    2(5.0) -2.0  11(19.0) 2.0   

 あまりそう思わない  1(2.4) 1.2  0(0.0) -1.2  0.066 

カイ二乗検定 
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 表 2に過去の解剖学実習の経験の有無による学習効果への

影響を示す。「学習理解の向上 (p=0.946)」「今後の学習意欲

の向上 (p=0.801)」「生命の尊厳理解 (p=0.882)」の3項目に関

しては、経験の有無で、「そう思う」「少しそう思う」「あまりそう思

わない」と回答した者の割合に有意な差は認められなかった。

「知識の定着 (p=0.068)」に関しては、解剖学実習経験「無し」

の群において、「とてもそう思う」33 名（80.5%）、「少しそう思う」6

名（14.5％）であった一方で、解剖学実習経験「有り」の群にお

いては、「とてもそう思う」41 名 (70.7%)、「少しそう思う」17 名 

(29.3%、調整済み残差 1.7)であり、「少しそう思う」と回答した者

の割合が多い傾向がある可能性があった (p=0.068)」。「看護

学への知識の応用」に関しては、解剖学実習経験「無し」の群

において、「とてもそう思う」38 名（92.6%）、「少しそう思う」2 名

（5.0％）であった一方で、解剖学実習経験「有り」の群において

は、「とてもそう思う」47 名 (81.0%)、「少しそう思う」11 名 (19.0%、

調整済み残差 2.0)であり、「少しそう思う」と回答した者の割合

が多い傾向がある可能性があった (p=0.066)。 

表 3 に、解剖学実習前後における解剖学及び解剖学実習

に対するイメージの変化に関する結果を示す。実習前に「覚え

ることが多そう」とネガティブなイメージを持っていた 34 名の学

生は、実習後に「命の尊さが学べる」14 名 (42%)、「リアルな体

の構造を立体的に学べる」11 名 (32%)へとイメージが変化して

いた。また、実習前に「難しそう」とのイメージを持っていた 24

名の学生は、実習後に「リアルな体の構造を立体的に学べる」

7 名 (29%)、「怖い、難しいなどの負のイメージが払拭された」5

名（21%）へとイメージが変化していた。 

 今回の実習で学んだことについて最も回答が多かったのは

「立体的に身体の構造を学ぶことができた」82.2％、次いで「身

体の構造の複雑さを学ぶことができた」74.3％、「器官別の知

識ではなく、統合体として身体の構造を学ぶことができた」

46.5％と続いた。 

 その他学んだことの自由記載については、回答人数は 46 名、

意見総数は 56 件であった。回答の多かった意見をカテゴリ化

したところ、「実際の臓器・組織の質感、色、構造」が最も多く 17

件、次いで「ヒトとの違いを感じた」「命の尊さを感じた」が各 11

件、「臓器同士のつながりを学んだ」が 6 件、「知識と実際の体

内の様子との関連性を学んだ」が 4 件と続いた。 

 実習に対する意見・改善が必要な点についての自由記載の

結果に関して回答人数は 39 名、意見総数は 52 件であった。

「指導体制について」が最も多く8件、「もっと少人数のほうが理

解が進む」や「もう少し手元を明るくしたい」等の実習内容に関

する意見が 7 件、「実際に見ることでリアルを知ることができた」

「実施時期について」が各 6 件、「使用するマウスの色を、血の

色が目立たないように灰色にしてほしい」「マウスだと小さくてわ

かりにくい」などの「対象 (マウス)について」の意見が 5 件、「貴

重な機会だったが、生物を解剖することには抵抗がある」「実施

してよかった」が各 3 件、「知識の定着が図れた」「今後も続け

てほしい」「命の尊さを学んだ」が各 2 件であった。その他の意

見としては、「自分の手で臓器を取り出せたことで記憶に残っ

た」「事前学習で理解が深まった」等があった。 

最後に解剖学実習の実施時期について、89 名から回答を

得た。「実施時期は適切であった」と回答したのは 75 名 

(84.3％)であった。適切であった理由としては、「より早い時期

であると知識が浅く身につきにくいし、より遅い時期であると他

教科の勉強で忙しくなってしまうため」や、「テスト前ではなかっ

たため、集中して取り組むことが出来た」等が挙げられた。一方

で「実施時期が早かった」と回答した理由は、「もう少し遅い方

が臓器に関する知識があって良い」が 7 名、「すべての臓器を

勉強してから行うべき」が 5 名、「解剖を行ってから授業を行う

べき」が 2 名から挙げられた。 

表 3. 解剖学実習前後における解剖学及び解剖学実習に対するイメージの変化 

 

実習前のイメージ 実習後のイメージ 

覚えることが多そう(n=34) ・命の尊さが学べる(n=14) 

・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=11) 

・その他(n=9) 

難しそう(n=24) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=7) 

・怖い、難しいなどの負のイメージが払拭された(n=5) 

・命の尊さを学べる(n=5) 

・理解が深まる(n=2) 

・その他(n=5) 

高校生物の延長のイメージ(n=23) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=15) 

・命の尊さが学べる(n=3) 

・その他(n=5) 

怖いまたは不安(n=4) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=1) 

・命の尊さを学べる(n=1) 

・複雑(n=1) 

・負のイメージが払拭された(n=1) 
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Ⅳ．考察 

1. マウスを用いた解剖学実習の効果 

本研究の対象者のうち、大学に入学する以前に解剖学実習

実施の経験が「有り」と回答した学生は約半数であった。この結

果は、看護学科 1 年次生に魚の解剖を実施し、同様の質問を

した先行研究 (岩間ら，2011)の結果とほぼ一致していた。また

実施内容としては、「ブタの目」や「イカ」など、身体の一部分や

神経を観察することにとどまっていたことが明らかとなった。看

護学教育における解剖学は看護の対象となるヒトの全人的ア

セスメント、フィジカルアセスメント、疾病について理解するため

の基礎と位置づけられており (坂下ら，2004；梶原ら，2008；矢

部ら，2010)、すなわちヒトの身体の一部分ではなく、全身をみ

る能力が必要であると考えられる。本研究において、ヒトの身体

と構造が近く、また全身の解剖および観察が容易なマウスを使

用することによって、「立体的に身体の構造を学ぶことができた」

「身体の構造の複雑さを学ぶことができた」「臓器同士のつなが

りを学ぶことができた」等の意見が聞かれ、マウスを用いた解剖

学実習は、全身の複雑な構造の理解を得るために有効であっ

たと考えられる。 

本研究に参加した学生が抱く解剖実習実施前における解剖

学及び解剖学実習に対するイメージは、「覚えることが多そう」

「難しそう」といったネガティブなものが多かったが、解剖実習

実施後は「リアルな体の構造を学ぶことができる」というポジティ

ブなイメージへの変化がみられた。この結果は、理学療法学科

の学生を対象とし、バーチャル解剖教材を用いて解剖学演習

後の学生の解剖学への苦手意識の変化を明らかにした先行

研究で、実習後に解剖学を苦手と意識する学生が有意に減少

した (糸数ら，2016)とする結果と一致していた。このことは、紙

面による学習よりも、よりリアルな教材を用いた教育によって、

学生の解剖学に対するイメージがポジティブなものへ変化する

効果があることを示唆していると考えられる。 

また、本研究の対象者が持つ解剖実習後の解剖学及び解

剖学実習へ対するイメージとして、「命の尊さを学べる」が挙げ

られた。小林ら (1998)は、書物やコンピューター相手では、学

生が人体解剖によって人生の生と死について考え、自己の使

命を学ぶことはできないと述べており、バーチャル教材での学

習は生体を用いた解剖学習、即ち生体を用いた解剖学実習

に比べて、倫理観や死生観を育むことに限界があると考えられ

る。そのため、生体を用いた解剖学実習は、体の構造の精巧さ

を学ぶだけでなく生命に対し畏敬の念を頂くこと、すなわち看

護職に必須となる命に対する倫理観を育む効果があると考え

られる。 

2．マウスを用いた解剖学実習の今後の課題 

解剖学実習後の学習効果に関して、「看護学への知識の応

用につながる」、「学習理解の向上」に「とてもそう思う」と回答し

た学生が多かった一方で、「今後の解剖学への学習意欲の向

上」に対して「とてもそう思う」と回答した学生はやや少ない結果

となった。この結果は、今回の解剖学実習で解剖学の理解は

得られたが、今後自ら主体的に解剖学知識を深める意欲を持

った学生は限られていたためと考えられる。先行研究において

看護学生は、解剖学は難解で学習が苦痛であるため、わかり

やすく面白く学びたいと望んでいる (坂下ら，2004)ことが報告

されており、今後は学生が主体的に実習へ参加し、学生自ら

が新たな疑問を持ち、その後の学習意欲につながる授業の工

夫を行う必要があると考える。また、過去の解剖学実習の経験

の有無による学習効果への影響を検討した結果、「知識の定

着」および「看護学への知識の応用」の項目において、過去に

解剖学実習の経験が有る学生は無い学生と比較して「少しそう

思う」と回答した者の割合が高い傾向にあった。このことは、こ

れらの項目は学生の解剖学実習の経験の有無により学習効果

が変化する可能性を示唆するものである。今後サンプル数を

増やし、この点に関する分析を深める必要があると考える。 

解剖学実習に対する意見・改善点の記述内容を分析した結

果では、「グループはもっと少人数のほうが理解が深まった」、

「配置された教員の人数が足りず、十分な説明が得られなかっ

た」「質問したい時に教員がすぐにつかまらなかった」など、グ

ループ人数や指導者側の人数不足の改善を求める意見が多

くみられた。菊池ら (2014)は、看護学生における解剖学の指

導は看護資格のあるものが行うことが望ましいが、実際には、

急激な看護系大学の増加に伴い、解剖生理学のみならず看

護専門基礎科目教育に関わる教員の人材不足は否めないと

述べている。医学科生を対象と、上級生が下級生の解剖学実

習の指導の一部を実施することによる教育効果を明らかにした

先行研究では、上級生の過半数が、実習指導を経験したこと

で学習意欲の高まりを自覚していた (川城ら，2007)。また学生

は、同世代の学生からの説明によって学習意欲が高まるとする

報告 (下高原ら，2006)もあることから、今後、教員だけでなく看

護学科の上級生を解剖学実習指導者として迎えることで、指

導者数を増加させ、解剖学実習に参加する学生１人１人が主

体的に実習に取り組む少人数制が可能となり、学生の学習意

欲の向上につながると考える。 

 

Ⅴ. 結論 

1．マウスの用いた解剖学実習は、身体の立体的かつ複雑な

構造を理解し、生命倫理観を育むという点で学習効果がある。 

2．今後、解剖学実習を実施する際には、学生 1人 1人が主体

的に実習に取り組めるよう少人数による実施および指導者の

増員、学生の学習意欲を向上させる教育方略の工夫が必要で

ある。 
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